
- R6家庭（共通） 1-

　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 

家　　　　庭 

　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 

１　学習指導及び学習評価の改善・充実  

　(1) 家庭科における個別最適な学び、協働的な学び 

急速な社会の変化の中にあって、これからの学校には、生徒一人一人が自分のよさや

可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々

と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、豊かな人生を切り拓き、持続可能な社会

の創り手となるよう育むことが求められる。 

未来の社会を見据え、生徒の資質・能力を育成するに当たっては、学習指導要領の趣

旨を踏まえ、「個別最適な学び」と「協働的な学び」という観点から学習活動の充実の

方向性を改めて捉え直し、これまで培われてきた工夫とともに、ICTの新たな可能性を

指導に生かすことで、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善につなげてい

くことが重要である。 

そのためには、授業の中で「個別最適な学び」の成果を「協働的な学び」に生かし、

更に、その成果を「個別最適な学び」に還元するなど、「個別最適な学び」と「協働的

な学び」を一体的に充実していくことが大切である。 

例えば、家庭科における消費生活を扱う場面においては、次のような指導を組み合わ

せることによって、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させること

が考えられる。 

・成年として自立した消費者になることを自分事として意識させるため、具体的な事

　例を提示し、将来の人生設計と結び付けて行うグループワークの機会を設定する。 

・他の生徒の意見から新たに発見したり気付いたりしたことなどを、グループワーク

　時にメモとして自由に記述させる。

障がいのある生徒などへの対応については、学習活動を行う場合に生じる困難さに応

じた指導内容や指導方法の工夫を計画的、組織的に行うことが重要である。その際、共

通教科としての家庭科の目標や内容の趣旨、学習活動のねらいを踏まえ、学習内容の変

更や学習活動の代替を安易に行うことがないよう留意するとともに、生徒の学習負担や

心理面にも配慮する必要がある。例えば、家庭科における配慮としては、調理や被服製

作などの完成までの過程を、順番が分かるように写真やイラスト、実物や標本などを用

いて具体的に示すなどの工夫が考えられる。作業を行う際には、具体的な指示を一つず

つ出すなど分かりやすい指示を心がけるとともに、適切な時間を設定するなど作業に集

中できるよう工夫することが大切である。作業を安全かつ円滑に進めるために、実習室

等の学習環境の整備については、例えば、ゴミ箱を色分けするなど、視覚的な工夫をす

ることも考えられる。 

　(2) 家庭科における共通性の確保を目指した学び 

各学校が、生徒一人一人の特性等に応じた多様な可能性を伸ばす「多様性への対応」

の観点と、全ての生徒が社会で生きていくために必要となる力を共通して身に付ける「共
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通性の確保」の観点を軸としつつ、育成を目指す資質・能力を明確にし、それらを教育

課程を通じて育むことが重要である。全ての高等学校においては、多様な生徒の状況等

を踏まえて、共通して取り組むべき特に重要な点としては、以下のことが挙げられる。 

   

    

 

 

家庭科においては、生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、知識を相互に関連付け

て、より深く理解させるとともに、家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見

いだして解決策を構想し、実践を評価・改善することが求められている。そのため、家

庭生活や地域の生活への関心を高め、生涯を見通して生活を創造する主体としての視点

が重要であることを踏まえ、生徒が生活の現状を見つめ、なぜそうするのか、どうした

らよいかという課題意識をもち、家庭や地域の生活を主体的に創造することができるよ

う授業を進めることが大切である。例えば、生徒の学習前と学習後の考えの変容を見取

ることができるワークシートの工夫や、他者の意見から自らの考えを導き出す場面を設

定し、それに対する必要な手立てを教師が行うことにより、生徒が身に付けるべき力を

着実に育成することが可能となる。 

　(3) 個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させるための学習評価 

家庭科においては、「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に向けた

「主体的に学習に取り組む態度」の評価について、粘り強さ（知識及び技術を獲得した

り、思考力、判断力、表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組を行おう

としている側面）、自らの学習の調整（粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調整し

ようとする側面）に加え、実践しようとする態度（地域の生活の充実向上を図るために

実践しようとする側面）を見取ることが重要となる。 

例えば、消費生活の学習として、生活情報を活用し様々な人々と協働しながら、より

よい社会の構築に向けて、適切な意思決定に基づき自立した消費者として行動すること

について生徒に考えさせる際には、消費者被害の具体的事例を取り上げることで、生徒

に事例を自分事として捉えさせる工夫が考えられる。取り上げた事例の問題点や解決策

及び具体的な対応策を、グループワークを通じて考察させることで、自立した消費者と

して、自分や家庭、地域の生活の充実向上に向けて実践しようとしているかどうかにつ

 いて評価することなどが考えられる。

教師は、生徒の学習状況を見取り、生徒の成長を認め励ますとともに、必要に応じて

指導や支援を行うことはもちろん、生徒の学習状況を記録に残し評価のための資料とす

 ることが重要である。

　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　 

２　指導と評価の計画例 

　　「家庭基礎」において、単元全体を通して「個別最適な学び」と「協働的な学び」とい

う視点から授業を構成し、他教科との教科等横断的な授業を行うことが重要である。その

単元の内容について、着実に資質・能力を身に付けさせるよう工夫した授業の実践例を以

 ・自己を理解し、自己決定・自己調整ができる力の育成 
 ・自ら問いを立て、多様な他者と協働しつつ、その問に対する自分なりの答えを導き出
　　し、行動することのできる力の育成 
 ・自己の在り方生き方を考え、当事者として社会に主体的に参画する力の育成
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下に示す。 

　(1) 家庭基礎「青年期の自立と家族・家庭」の実践例 

ア  単元の目標 

　 （ｱ）生涯発達の視点で青年期の課題を理解するとともに、自己理解、自立、職業選択な

　　　どの見通しやその準備、生涯を見通した中で、青年期をどう生きるか理解を深めるこ

　　　とができる。 

　 （ｲ）よりよい生活を創造するため、様々な生活課題に対し、適切な自己の意思決定に基

　　　づき、責任をもって行動することの重要性について考察することができる。 

　 （ｳ）青年期の発達課題から自己の課題発見や振り返りを通して、自らの家庭生活の充実

　　　向上を図るために実践しようとする。 

　　イ  単元の評価規準 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

 　生涯発達の視点で青年 　よりよい生活を創造す 　青年期の発達課題から、

 期の課題を理解するとと るために、様々な生活課 自己の課題発見や授業の

 もに、自己理解、自立、 題に対して自己の意思決 振り返りを通し、自分や

 職業選択などの見通しや 定に基づき、責任をもっ 家庭生活の充実向上のた

 その準備、生涯を見通し て行動することの重要性 めに実践しようとしてい

 た中で青年期をどう生き について考察できている。 る。

 るかについて理解を深め

 ている。

　　ウ  単元の指導と評価の計画（３時間） 

 時間 ねらい、学習活動等 評価の観点

 （次） （学習活動の概要、主な発問、指導上の留意点） 知 思 態

 １時間 　青年期の主な発達課題に理解を深めるとともに、エゴグ ○   

 （１次） ラムや性格タイプ診断等による自己分析を通して、自身の

 よさや特徴についてまとめ、他者との共通点や違いなどを

 発見する。

 １時間   「総合的な探究の時間」での名刺づくりに向け、自己分    

 （２次） 析から見つけた自分のよさや特徴の具体化を行う。  ○ ○ 

 　また、名刺づくりに向けグラフィックデザインツールの

 使い方について、理解する。 

 　名刺は、「家庭基礎」の提出課題とする。

 １時間 　自立と共生について理解を深め、自身の課題を整理する  〇 〇 

 （３次） とともに、課題の解決策を考える。また、グループワーク

 を通して、自己を理解するためには、様々な考え方や表現

 方法があることについて気付き、様々な価値観や、個性を

 尊重すること等について考察する。

★発表の際は、
口頭又はワー
クシートを見
せて発表する
かの、どちら
かで行うよう
指示する。 

★グラフィッ
クツールを活
用し、タブレ
ットで名刺作
成を行う。 
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　　エ  学習指導案（２時間目／３時間中） 

     １　本時の目標 

    　(1)　自己分析を通して発見した自分のよさや特徴をもとに、よりよい名刺のイメ　

    　　ージについて考察する。 

    　(2)  自分のよさや特徴のイメージを膨らませ、色や図形で表現しようとする。 

     ２　本時の展開

 過
学習内容 生徒の学習活動 評価規準 指導上の留意点

 程
  ・前時の振り返 ・学習内容及びねらい  ・ワークシート
  り、本時の学 の確認する。  への入力作業
  習内容の確認。 ・総合的な探究の時間 が、スムーズ
  ・総合的な探究 との関わりについて に進められる
 導 の時間の活動 確認する。 ように声かけ
 入 予告。  を行う。

  
  

 
 
  ・自分のよさに ・自己分析から発見し 【思考・判断・表現】 ・正解も不正解
  　ついてイメー た自分のよさについ ・自己分析で発見した 　もないことか
  　ジする。 て、自分なりにイメ 自分のよさからイメ 　ら、自由に考
  ージを膨らませ、そ ージを膨らませ、自 　えるよう声が
  のイメージをワーク 分を表現した名刺を 　けを行う。 
  シートに記入する。 考えることができて  
  ・他のクラスメートと いる。 ・発表する際に
  見せ合い共通点や違 ・他者との比較から、 　は、口頭又は
  いなどを発見する。 多様な考え方や表現 　ワークシート
  方法に気付くことが 　を見せる形の
  できる。 　発表を行うよ
   　う伝える。 

   ・Googleクラス
    　ルームの活用
   　※カ(ｲ)参照

 展 
 開 

  
  ・グラフィック ・グラフィックデザイ【主体的に学習に取り組む態度】 ・プロジェクタ
  　デザインツー 　ンツールの使い方の ・グラフィックデザイ 　ーを使って画
  　ルの使い方の 　確認する。 　ンツールを活用し、 　面共有しなが
  　確認。 ・グラフィックツール 　自分のよさや特徴の 　ら、生徒と一
  ・名刺のイメー 　にある素材を確認し、　イメージを膨らませ 　緒に使い方を
  　ジを確認。 　どのような名刺が作 　て、色や図などで表 　確認する。 
   　れるかさらにイメー 　現しようとしている。  
   　ジを膨らませる。   

     
     

 
 

ま
 ・本時のまとめ。 ・本時の活動で気付い  

 
と

  　たことや考えたこと  
 

め
 ・次時の学習内 　についてワークシー  

 　容の確認。 　トに記入する。

「努力を要する状況（C）」と判断される生徒への

手立て

教員が作成した見本や他生徒のワークシートを

共有し、自分自身について考え、具体的に表現で

きるよう指導する。

★ICT端末活用 
グラフィックデザインツールを用いて、

生徒が考えたことについて、自由に表現

★多様性への対応 
ワークシートのフォントはUDデジタル教科書体を使用する。 
板書は色弱生徒の対応として白又は黄色のみ使用する。 
生徒がお互い助け合いができるよう、円の形に席を移動する。  

★ICT端末活用 
Googleクラスルームに

て、ワークシートの配信

等を行う。

★個別最適な学びに応じ

　た授業の工夫 
活動の説明を細分化して行

う。生徒同士の教え合いを

行っても躓く生徒に対して

は、教員が個別に対応する。
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   オ　学習の進め方や学習評価の工夫 

　 　 (ｱ) 教科等横断的な視点について 

　　　　　単元「青年期の課題と自立と家族・家庭及び社会」において、エの学習指導案

　　　　に示したとおり、「総合的な探究の時間」と関連させて、多方面から生徒に授業内

　　　　容を振り返るよう工夫をしている。意思決定に必要な自己理解を他教科と連携し

　　　  て進めることで、継続して「自分」について考えることが期待できる。授業の中

　　　　では、「優しい」、「素直」などの抽象的な表現に対して、具体的な色などに変換　

　　　　することで、具体的な表現を組み込んだオリジナルの名刺づくりを通して、自己

　　　　理解及び他者理解を深める授業展開を心がけた。また、自己表現においては自由

　　　　な作品作りができるような声がけ、生徒同士の意見交流など、安心して取り組め

　　　　るような環境づくりも心がけた。 

　　　　　なお、作成した名刺は、総合的な探究の時間で実施する地域の特別支援学校と

　　　　の交流の際にも使用した。 

　  　(ｲ) 総合的な探究の授業との関連 

 
 過

学習内容 生徒の学習活動 評価規準 指導上の留意点 程
 
  ・本時の学習内 ・学習内容及びねら  
 

導
 　容の確認。 　いを確認する。  

 
入

 ・家庭基礎の内 ・家庭基礎との関わ  
  　容の振り返り。 　りについて確認す
 　る。
 
  ・グラフィック ・グラフィックツー 【思考・判断・表現】 ・グラフィック
  　デザインツー 　ルを活用し、自分 ・自分を表現した名 　ツールにある
 展 　ルを使った名 　を表現した名刺を 　刺を作成し、自分 　テンプレート
 開 　刺作成。 　作成する。 　の特徴や考えなど 　を参考にする
 ・自己紹介の原稿を 　を伝えることがで 　よう伝える。 
 　作成する。 　きる。
 
  ・名刺を使い自 ・相手に名刺を見せ、 【主体的に学習に取り組む態度】 ・発表の際には、
  　己紹介を行う。 　自己紹介を行う。 ・自己理解と他者理 　自らの考えを相
 ま ・活動の振り返 ・振り返りについて 　解を深め、円滑な 　手に伝えやすい
 と 　りをまとめる。 　ワークシートに記 　人間関係を形成し 　形で、口頭又は
 め 　入する。 　ようとしている。 　ワークシートを

　共有して発表す
　るよう伝える。

      〔参考〕総合的な探究の時間で作成した成果物、振り返り等 
 
 成果物（名刺） 自己分析と図柄の関連 振り返り
 
 ・リーダー→「星」 ・上手くイラストを使って誰
 ・元気、明るい→「黄色」 　にでも伝わるようなものを
 　　　　　　　　「丸い形」 　作れた。自分を表現できた
 　　　　　　　　「太陽」 　と思う。 
 ・優しい→「ピンク」 ・みんな個性が出ていて、人
 ・誰とでも仲良くできる 　によって特徴や好みが違う
 　→「オレンジ」「握手」 　ことが分かった。
 
 ・人に頼られる ・自分の傾向、特徴から色や
 　→「グッドサイン」 　形などのイメージを考える
 ・管理するのが上手い 　のが難しかった。 
 　→「整頓」「白」 ・いろいろな名刺ができてい
 ・正直→「青空」 　て楽しかった。人それぞれ
 　違っていて、クラスメート
 　はこういうのが好きなんだ
 　って思った。
　

「総合的な探究の時間」の導入である、「自分
探究」の学習を振り返ることを意識し、教科横
断的に学習を進めることができるよう留意する。 
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　　(ｳ) ２時間目に実施した授業におけるICTを活用した評価 

　　　　Googleクラスルームを活用し、ワークシートと本単元のルーブリック評価を配信

　　　し、生徒が授業ごとの評価規準を事前に知ることができるようにしている。ワーク

　　　シートを返却する際には、本時の評価が生徒の手元に残るため、授業前後の場面で

　　　生徒自身が取組の調整を行うことができる。 

　　　＜評価の例（思考・判断・表現）＞ 

 

 

　 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

　

　

　

　(ｴ) 個別最適な学びの工夫 

　単元全体を通して全体指導の場面においては、以下に示す工夫を行うことで、生 

　　　徒に身に付けさせたいと考える力が着実に育成されるようにした。 

指導における留意点 生徒に提示した発表の際のルール

①生徒同士の教え合いが発生する雰 ①他人の話を聴く時には、相手を見て静かに最後

　囲気づくり 　まで聴くこと 

②全体指導の場面において、説明を ②話を否定したり、批判したり、からかったりし

　細分化 　ないこと 

③グループワークの活動時間を提示 ③自分の聞きたいことをはっきりと具体的に伝え

④視覚的に生徒に示す工夫 　ること 

④自分の意見をしっかり伝えること

　授業のオリエンテーションの段階において、グループワーク等で生徒同士が協働

しながら活動する機会を提供することで、生徒同士が助け合いながら学ぶ環境づく

りを行い、会話しやすい雰囲気づくりを心がける。 

　障がいや特性等がある生徒に対しては、授業の始めには相手への聞き方・伝え方

や聞き取り方などについて具体的に伝えるなど、コミュニケーションの図り方につ

いて直接指導する等の手立てを行うことや、文章や言葉だけではなく、画像や画面

共有等をICT端末を活用して視覚的に示す方法を取り入れることなどで、生徒の理解

度を高めることができる。 

 

 

【評価Ａ】 

自己分析から自己と他者の

共通点や他者との違いを受

け入れることの大切さにつ

いて考察した名刺を作成で

きている。

【評価Ｂ】 

自己分析から自己と他者

の共通点や違いについて

考察した名刺を作成して

いる。

【評価Ｃ】 

自己分析による自己と他

者の共通点や違いなどに

ついての考察が不十分で

ある。

「評価Ｃ」と判断される生徒への手立ての例 
自己分析においては、自身だけでなく他者へも目を向けるよう促し、比較

する中で自身のよさや課題について、生徒自身が気付くことができるよう、
働きかける。

★評価を行う際のポイント 
 
　 波線→目標の達成状況 、 二重線→深い学びにつながる活動とする。　
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　 「関係機関と連携した消費者教育の実践事例」 
   

  ◆　消費者教育・金融教育での外部人材の活用について 

教科「家庭基礎」の学習では、「Ａ　人の一生と家族・家庭及び福祉」の内

容において生涯の生活設計について学習した後、「Ｂ　衣食住の生活の自立

と設計」において健康・快適・安全な衣食住の生活を主体的に営むための
方法について学習を進める。 

  さらに、「Ｃ　持続可能な消費生活・環境」において消費者教育について

学習をした後に学習する。本事例は、科目のまとめとして、今までの学習

内容を振り返るとともに、金融教育について専門的知識のある生命保険会
社から外部講師を招へいすることで、生徒に生涯を見通した生活を設計す

る力を、更に身に付けさせることを目的とした授業実践例である。　 

 　

 将来の自分を想像できるよ

 う、人物の具体例を提示し、

 学習内容を自分事とする 

 家庭科の最初の授業で計画

 を立てた自分の人生設計に

 ついて振り返り、グループ

 ワークを通じて考察する 

 人生で起こりうるリスクを

 想定し、生活における家計

 管理の重要性について理解

 を深める 

 生徒の 

 主 体 的 な 学 び

 生徒の 

 対 話 的 な 学 び

 生徒の 

 深い学び

Ｔｏｐｉｃ


